
　 ＮＯ．１９ ２００７．１０．１

「より良いスカウティングをより多くの青少年に」

　現在の子どもたちには、生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫

理観や正義感、美しいものや自然に感謝する心等。「生きる力」をはぐくむ心

の教育の必要性が指摘されています。子どもの教育に関していえば、青少年問

題が社会の関心を集めている今日、子どもたちをいかによりよい方向に導いて

いくかという点において、その教育は地域に目が向けられています。ボーイス

カウトのさまざまな活動を通して、地域社会での社会奉仕体験や自然体験など

を経験させ青少年の健全な心と体の育成に貢献できればと思います。

発行：ボーイスカウト愛知連盟　尾張東地区委員長　　横江昭憙

スカウトかわらばん
   ＢＳ通信尾張東地区
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　スーパーカブスカウト、菊スカウト誕生 瀬戸第１団団委員長　井上文義
　　　

　弥栄！！　スーパーカブスカウト水野紗果さん、

菊スカウト小森美香さん井上貴絵さん誕生。

この度、我が団所属スカウトでスーパーカブ１名と

菊スカウト２名が誕生しました。

　スーパーカブは、カブ課程４０個のチャレンジ章

の完修、菊スカウトはボーイ課程必須科目の完修を

達成しなければ取得できない章です。スカウト本人

が必ず取るという自覚が一番ですが、陰で支えてい

ただいた家族・隊指導者がいたからこそ取得できた

こともあります。今回、多くの皆さんの協力で取得

できた事に感謝し、そして満足することなく次の目標に向かって取り組んでいってほしいです。

　ハイキング 日進第１団ボーイ隊　眞野　楓

日進第1団の2級挑戦ハイクを終えた後に
書いた詩です。

　2007年度ソウル北部連盟キャンポリー参加 日進第１団ボーイ隊　西尾加奈
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　世界ジャンボリーに参加して 日進第１団ベンチャー隊　前田昂輝
　　　

　世界ジャンボリーが４年に一度の開催で全世界のボーイスカウトの最大行事であることは

周知の事実である。しかし今回は「スカウト運動百周年記念ジャンボリー」の別名をもった

ジャンボリーであった。開催地はボーイスカウト発祥の地、イギリス。何を差し置いてもま

ずこの歴史的瞬間に立ち会うことができた巡り合わせに感謝したい。

　現地ではIST（International Service Team）という立場で奉仕活動にあたった。いわゆ

る大会運営本部と参加隊との繋ぎの役目である。その中でも担当はサブキャンプであり、各

国参加隊スカウトと実際触れ合うことのできる立場であった。各サブキャンプに日本人スタ

ッフは１人ずつであったことからまさしく Good Morning に始まり Good Night に終わる

１日である。どうしても多い開催国スタッフのクイーンズイングリッシュに浸りながらの大

会期間は本当にあっという間であった。ただスカウトが不自由なく、願わくは快適に過ごせ

る様、務めるのが私たちの仕事であった。だがそれが私の望んだ今回の大会参加動機の１つ

であったので、大変だと感じる暇もないくらい充実した１３日間であった。

　どうしても言葉では表し尽くせない感動を１人でも多くの日本スカウトが体験、共感でき

るためにも日本連盟、ひいては私を含め過去の大会参加者の想いが成就することを願ってい

る。

※第２１回世界スカウトジャンボリー概要

会場　 ハイランズパーク（イギリス・チェルムスフォード）

ロンドンから北東に約５０ｋｍのエセックス州州都

期間 ７月２８日～８月７日

参加者 スカウト、指導者を含めて約４万人

（日本からは１５１０人が参加）

スローガン 「ひとつの世界 ひとつのちかい」
  (One World  One Promise)
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　せともの祭早朝清掃 瀬戸第５団副団委員長　加藤智浩
　　　

　祭りの２日目９月９日（日）午前６時宮前公園広場に集合。瀬戸川左岸沿いの廉売市場を

約１時間かけて清掃しました。すでに十数年も続く毎年恒例の行事だ。「今日もきれいな町

で祭りを楽しんでほしい」ビーバー隊員からローバー隊員、保護者らが参加した。たばこの

吸殻や空き缶などのごみを拾い集めた。ボーイスカウト日本連盟では９月１７日を「スカウ

トの日」と制定。その日を「カントリー大作戦」と銘打ち全国で各団が独自の地域貢献活動

を行っている。瀬戸第５団の清掃活動もその一環、市の取り組みもあり会場のごみは毎年減

っています。瀬戸にいい印象を持って帰ってもらえればうれしいです。

※せともの祭概要

昭和７年磁祖加藤民吉翁の遺徳をたたえる産業

祭として開催されました。以来本年で７６回を

数え、お祭りは２日間で数多くの行事が開催さ

れ、なかでも「せともの大廉売市」は十数万の

人手でにぎわいます。

　カブラリー 野営行事委員会

日時 １１月４日（日）　９時３０分～１５時

場所 豊田市藤岡町愛知県緑化センター内昭和の森、交流館、第６駐車場

目的 カブスカウトの進歩課目習得

内容 地質学者等

　カブ隊指導者研究会 指導者養成委員会

日時 １１月１１日（日）９時～１６時

場所 尾張旭市庄中町塚平２０９９－１　尾張旭市渋川福祉センター３階

参加者 カブ隊指導者（隊長、副長、副長補、デンリーダー）

　ビーバーラリー 野営行事委員会

日時 １１日２５日（日）９時３０分～１２時

場所 長久手町愛知県青少年公園内　もりころ広場

※一般体験児童（小学校１年生の就学直前９月から小学校２年生）

・・・編集後記・・・

　紙面掲載用の原稿、写真、地域の行事原稿、ご意見等を地区広報委員までどしどしお寄せください。

　本紙に使用したイラストは、「岡崎第５団あんめの素材部屋」を利用させていただきました。

　【広報委員会】

谷口錠利（尾張旭第１団）　井上文義（瀬戸第１団）　伊藤靖史（瀬戸第５団）　加藤智浩（瀬戸第５団）　

小島祐二（瀬戸第６団）　　加藤健（瀬戸第８団）　　石川博幸（日進第１団）　星信行（日進第２団）　　

鈴木清子（長久手第１団）　山田高司（地区副コミッショナー）

　【編集事務局】 〒489-0888 瀬戸市原山台3-13 　尾張東地区広報委員長　渡邊正行

　　  　　　　　　 　 　編集担当　瀬戸第５団　伊藤靖史 発行部数 １，２００部

お知らせコーナー
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